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み
ど
り
ヶ
丘
病
院
の
呼
吸
器
内
科
は
、
気
管
支
喘
息
、
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
（
C
O
P
D
）
、
呼
吸
器
感
染
症
、
肺
炎
、
そ
の
他

の
呼
吸
器
疾
患
を
含
む
幅
広
い
病
気
の
診
断
と
治
療
に
対
応
し
て

い
ま
す
。 

　
主
な
治
療
と
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
た
薬
物
療
法
（
吸
入
薬
・

内
服
薬
な
ど
）
や
酸
素
療
法
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携

に
よ
る
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
、
さ
ら
に
合
併
疾
患
や
全
身
状
態
に
応
じ

た
総
合
的
な
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
急
変
時
の
救
急

対
応
も
可
能
な
二
次
救
急
指
定
病
院
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
緊

急
入
院
や
急
性
増
悪
に
も
対
応
で
き
る
の
が
特
長
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連

携
し
、
退
院
後
や
在
宅
療
養
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
の
あ
る
方
も
安
心
し
て
継
続

的
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
内
科

特集
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原
因
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
ア
レ
ル
ギ
ー

を
引
き
起
こ
す
物
質
）
が
体
内
に
入
る

こ
と
で
免
疫
が
過
剰
に
反
応
し
て
し
ま

う
た
め
で
す
。
代
表
的
な
ア
レ
ル
ゲ
ン

に
は
、
ダ
ニ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
ス
ギ

な
ど
の
花
粉
、
ペ
ッ
ト
の
毛
や
フ
ケ
、

カ
ビ
、
黄
砂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
冷
た
い
空
気
、
運
動
、
風
邪
、
気

候
変
動
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
や
大
気
汚

染
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
感
染
な
ど
も
症

状
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。

喘
息
は
遺
伝
的
な
体
質
が
関
係
す
る
こ

と
も
多
く
、「
家
族
に
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
人
が
い
る
」
と
い
っ
た
背
景
が
発

症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
呼
吸
器
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

は
、
気
管
支
喘
息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
咳
嗽
（
咳
喘

息
や
ア
ト
ピ
ー
咳
）
、
好
酸
球
性
副
鼻

腔
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
っ
て
気
道
や

鼻
の
粘
膜
に
炎
症
が
起
こ
り
、
咳
や

息
苦
し
さ
、
鼻
づ
ま
り
、
く
し
ゃ
み

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
特
に
気

管
支
喘
息
は
、
気
道
（
空
気
の
通
り

道
）
が
敏
感
に
な
り
、
炎
症
に
よ
っ
て

腫
れ
た
り
狭
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

で
「
ゼ
ー
ゼ
ー
」
「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」
と

い
っ
た
喘
鳴
や
息
苦
し
さ
が
生
じ
る

代
表
的
な
疾
患
で
す
。

疾
患
疾
患

肺肺

咳のメカニズム
喘息の状態

正常な気道

喘息の方の気道（発作がないとき）

喘息の方の気道（発作があるとき）

気道粘膜

平滑筋
へいかつきん

粘液（痰）

粘液（痰）が
増える

気道粘膜が
むくむ

気道上皮

気道（空気の通り道）

慢性的な炎症で
痰がたまり気道が
少し狭くなる。

喘息の原因となる
刺激により、さら
に気道が狭くなり
呼吸困難になる。

ほこり、
ウイルスなど

咳中枢

咽頭
気管

異物を探知

気管支
肺

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る

が
い
そ
う

ぜ
ん
め
い

3



　
呼
吸
器
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
正
し

く
治
療
を
続
け
る
こ
と
で
症
状
を
大
き

く
改
善
し
、
日
常
生
活
を
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
咳
が
長
く
続

く
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
息
苦
し
さ
が

出
る
、
夜
間
や
朝
方
に
症
状
が
悪
化
す

る
な
ど
の
サ
イ
ン
が
あ
れ
ば
、
早
め
に

医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
治
療
の
基
本
は
「
炎
症
を
抑
え
る

こ
と
」
と
「
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
」
で
す
。
気
管
支
喘
息
で

は
、
も
っ
と
も
重
要
な
治
療
は
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
で
、
気
道
の
炎
症
を

抑
え
、
発
作
を
起
こ
し
に
く
く
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
気
管
支
拡
張
薬

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
多
く
、
最

近
で
は
1
つ
の
吸
入
器
に
複
数
の
薬

が
入
っ
た
タ
イ
プ
が
主
流
で
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
は
、
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
や
ス
テ
ロ
イ
ド
点
鼻
薬

を
使
い
ま
す
。
ま
た
、
原
因
と
な
る

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
少
量
ず
つ
体
に
慣
ら

す
「
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
（
舌
下

免
疫
療
法
）
」
も
有
効
で
す
。
重
症
の

喘
息
に
対
し
て
は
、
生
物
学
的
製
剤

と
呼
ば
れ
る
注
射
薬
に
よ
る
治
療
が

選
択
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

肺の健康チェックリスト こんな症状が出たら要注意！

咳が２週間以上続いている�✔

夜間や早朝に咳が悪化する�✔

運動や階段の昇り降りで息切れしやすくなった�✔

「ゼーゼー」「ヒューヒュー」という喘鳴が聞こえる�✔

以前より痰が増えた、色が濃い、血が混じる�✔

急に発熱・咳・息苦しさが出て治りにくい�✔

風邪の後に咳だけが何週間も続いてしまう�✔

繰り返し肺炎にかかる�✔

長年喫煙している、または過去に大量喫煙歴がある�✔

健康診断の胸部レントゲンで異常を指摘された�✔

気になる
症状があれば、

早めに受診
しましょう！！
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C
O
P
D
と
は
？

C
O
P
D

C
O
P
D

　
C
O
P
D
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

と
は
、
主
に
長
年
の
喫
煙
な
ど
に

よ
っ
て
気
管
支
や
肺
が
慢
性
的
に
炎

症
を
起
こ
し
、
空
気
の
通
り
道
が
細

く
な
る
病
気
で
す
。
息
を
吸
う
よ
り

も
吐
く
こ
と
が
特
に
難
し
く
な
る
の

が
特
徴
で
、
階
段
を
上
が
る
と
息
切

れ
し
や
す
い
、
痰
が
増
え
る
、
長
引

く
咳
が
出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ

ま
す
。
進
行
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、

放
置
す
る
と
日
常
生
活
に
も
影
響
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
感
染
に
よ
る
肺
炎
な
ど

で
咳
、
痰
、
呼
吸
困
難
が
急
に
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

C
O
P
D
の
原
因
は
？

　
主
な
原
因
は
喫
煙
で
す
。
た
ば
こ

の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
気
管

支
や
肺
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
炎
症
が

続
き
、
肺
の
弾
力
が
失
わ
れ
て
い
き

ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
な
く
て

も
、
受
動
喫
煙
や
大
気
汚
染
、
粉
じ

ん
を
吸
い
続
け
る
環
境
で
働
く
こ
と

な
ど
が
発
症
の
き
っ
か
け
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
れ
に
遺
伝
的
な
体
質
が

関
係
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
発
症

を
防
ぐ
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ
と
、
そ
し
て

吸
っ
て
い
る
方
は
早
め
に
禁
煙
す
る

こ
と
で
す
。

健康な 肺 とCOPDの 肺

呼吸により吸い込まれた空気は気管支を通
り、肺胞という場所で酸素が取り込まれ、
全身をめぐります。

細い気管支が炎症を起こし、空気が通りにくくな
ります。肺胞が壊れることにより、酸素を取り込
むことが難しくなります。

正常な気管支

正常な肺胞

痰が分泌されて
気管支が狭くなり、
息苦しくなる。

肺胞が消え、酸素を
取り込む弾力性や
収縮性が低下する。

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

COPDの肺健康な肺

5



治
療
法
は
？

 

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
私

た
ち
は
「
呼
吸
」
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
症
状

に
丁
寧
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
咳
が
続

く
、
息
切
れ
が
気
に
な
る
、
季
節
の
変
わ
り

目
に
体
調
を
崩
し
や
す
い
な
ど
、
些
細
な
こ

と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
早
め

の
受
診
が
、
病
気
の
進
行
を
防
ぎ
、
毎
日
の

生
活
を
よ
り
快
適
に
し
ま
す
。
地
域
の
「
か

か
り
つ
け
呼
吸
器
内
科
」
と
し
て
、
安
心
し

て
通
え
る
医
療
を
提
供
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
治
療
の
中
心
は
「
禁
煙
」
と
「
薬

物
治
療
」
で
す
。
禁
煙
は
進
行
を
食

い
止
め
る
最
も
効
果
的
な
方
法
で
、

必
要
に
応
じ
て
禁
煙
補
助
薬
を
使
い

ま
す
。
薬
物
治
療
で
は
、
気
管
支
を

広
げ
て
呼
吸
を
楽
に
す
る
吸
入
薬

（
気
管
支
拡
張
剤
）
が
よ
く
使
わ
れ

ま
す
。
症
状
が
強
い
場
合
は
複
数
の

薬
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
呼
ば
れ
る
運
動
療
法
は
、
息
切

れ
を
改
善
し
、
体
力
を
保
つ
の
に
役

立
ち
ま
す
。
病
状
が
進
ん
だ
場
合
に

は
、
在
宅
酸
素
療
法
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
C
O
P
D
は
早
期
発
見
と
継
続
し

た
治
療
に
よ
っ
て
症
状
を
大
き
く
改

善
で
き
ま
す
。
息
切
れ
や
咳
が
続
く

方
は
、
早
め
に
医
療
機
関
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
本
内
科
学
会
内
科
認
定
医
・
総
合
内
科
専
門
医

日
本
呼
吸
器
学
会
専
門
医
・
指
導
医

日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
専
門
医
（
内
科
）・
指
導
医

日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療
認
定
医

京
都
大
学
医
学
博
士

竹
村 

昌
也

た
け
む
ら

ま
さ
や

地
域
の
皆
さ
ん
へ

呼
吸
器
内
科
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

軽く膝を曲げて立て、手を胸とお腹に
置きます。

①

鼻から息を吸います。① 唇を軽く閉じて、口から
ゆっくりと吐き出します。

②

鼻から息を吸い、お腹がふくらむのを
手で確認します。

②

お腹の力を抜き、口をすぼめて
ゆっくりと息を吐きましょう。

③

腹式呼吸

口すぼめ呼吸

総
合
内
科  

呼
吸
器
内
科 

部
長

／

呼吸リハビリテーション
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入
院
支
援
で
は
、
入
院
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
説
明
書
を
用
い
、
患
者
さ
ん
と

ご
家
族
に
向
け
て
入
院
生
活
の
説
明

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
歴
や
日

頃
の
生
活
背
景
を
お
伺
い
し
、
入
院

生
活
で
の
留
意
点
や
退
院
後
の
不
安

点
を
、
入
院
前
か
ら
把
握
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
退
院
支
援
で
は
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
の
意
向
を
お
伺
い
し
た
上
で
、

退
院
後
の
患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
退
院
後

の
患
者
さ
ん
を
地
域
へ
繋
ぐ
役
割
に

誇
り
を
持
ち
、
尽
力
し
て
い
ま
す
。

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
は
？

From
入退院支援センター
From
入退院支援センター

Pick
   Up!
Pick
   Up!

地
域
支
援
課

地域連携室

医療福祉係

（入退院支援係）
入退院支援センター

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

主
に
入
院
支
援
と
退
院
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
み
ど
り
ヶ
丘
病
院
地
域
支
援
課

は
、
地
域
連
携
室
・
医
療
福
祉
係
・
入

退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
（
入
退
院
支
援

係
）
の
3
部
門
に
分
か
れ
、
地
域
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
生
活

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の
医

療
機
関
や
か
か
り
つ
け
医
、
介
護
施

設
と
の
調
整
や
連
携
を
行
い
、
包
括

的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
に
開
設
し
た
「
入
退

院
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
入
院
支
援

を
担
う
看
護
師
と
事
務
、
退
院
支
援

を
担
う
看
護
師
に
分
か
れ
て
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
部
署
を
超
え
て
、
医
師
、
看
護
師
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　
　
　
　

管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
地
域
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
多
職
種
で
連

携
し
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
寄
り

添
い
ま
す
。

（
M
S
W
）、

患者さんへの入院説明MSWとの情報共有
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入
院
が
決
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
場
合
は
、
事
前
に
入
院
目

的
を
把
握
し
た
上
で
面
談
を
行
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
医
療
や
ケ

ア
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ア
レ

ル
ギ
ー
食
や
服
薬
管
理
方
法
な
ど
配

慮
が
必
要
な
こ
と
を
丁
寧
に
聞
き
取

り
、
入
院
中
に
起
こ
り
う
る
問
題
を
未

然
に
防
ぐ
よ
う
努
め
ま
す
。

　
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
な
ど

の
緊
急
入
院
説
明
の
際
に
は
、
入
院
や

退
院
後
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
事
務
的
な
お
話
だ
け
で
な

く
、
看
護
師
に
よ
る
症
状
の
説
明
や
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
M
S
W
）

に
よ
る
介
護
保
険
の
ご
案
内
な
ど
、
安

心
し
て
入
院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

入
院
支
援

　
退
院
支
援
看
護
師
が
最
も
大
切
に

し
て
い
る
の
は
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

の
思
い
で
す
。
患
者
さ
ん
に
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
復
帰
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
標
に
、
看
護
師
と
し
て
の
知

識
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
で
は
、

急
性
期
病
院
に
入
院
で
き
る
日
数
が

短
縮
傾
向
に
あ
り
、
入
院
中
に
「
退
院

後
の
療
養
方
法
」
を
検
討
し
て
お
く
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
退
院
後
す
ぐ
の

在
宅
療
養
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
介

護
老
人
保
健
施
設
の
利
用
や
訪
問
医

療
を
ス
ム
ー
ズ
に
ご
案
内
で
き
る
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
て
い
ま
す

の
で
、
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
み
ど
り
ヶ
丘
病
院
は
高
槻
市
の
中

核
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
の
一
翼

を
担
っ
て
お
り
、
当
院
で
の
治
療
後

も
か
か
り
つ
け
医
と
の
間
で
連
携
を

継
続
し
、
在
宅
で
も
安
心
し
て
療
養

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
退
院
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
入
院
さ
れ
て
い
な
く

と
も
、
介
護
や
福
祉
の
ご
相
談
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

退
院
支
援

お問い合わせ

時間 月～土曜日 8:30～16:45

電話 072-681-5726（直通）

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
の
皆
さ
ん
へ

　
み
ど
り
ヶ
丘
病
院
入
退
院
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
患
者
さ
ん
に
安
心
し

て
入
退
院
い
た
だ
け
る
よ
う
、
病
院

内
・
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
福

祉
機
関
・
職
種
と
連
携
を
持
ち
、
支

援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な

医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
在
宅
療
養
の
こ
と
な
ど
、
相
談
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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入院患者さんの退院調整●

在宅療養支援（医療ソーシャルワーカーと協議）●

介護支援の連携（随時介護支援専門員と面談）●

退
院
支
援

連携機関との研修会

入院が決定した患者さんへの入院説明とオリエンテーション●

データベース入力●

退院困難事例の抽出●

入
院
支
援



イベントのお知らせ

トイレの悩みをあきらめない　泌尿器から考える元気な毎日

2026年3月14日(土)、「みどりヶ丘病院 第10回市民公開講座」を開催します。
講師は泌尿器科/女性泌尿器科の奥末理知医師です。
男性も女性も「トイレの悩みがある、気になる」という方はぜひお越しください！

今回よりみどりヶ丘病院公式LINEにて予約が可能
となります。期間中は24時間申し込み可能なこと
に加え、お電話よりも早くご予約いただけます。
ぜひこの機会にお友達登録をお願いします！

公式LINEで予約ができます！

LINE公式アカウントにて、「みどりヶ丘病院」と検索、
またはQRコード・ID検索からご登録いただけます。

@393nbzev

みどりヶ丘病院
公式LINE

受付期間

ID

2/16（月）～2/27（金）
期間中24時間受付

受付期間 2/24（火）～3/6（金）
平日13:00～16:00（土日祝は休み）

電話 080-3488-6793（申込専用）

茨木市出身で、昨年まで済生会茨木病院で糖尿病・代謝疾患
の患者さんの診療にあたってきました。地域の皆さんのお役に
立てるよう努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

新任医師のご紹介 祐生会YouTube

第２弾のシリーズは糖尿病内科 
錢林医師が「糖尿病」の原因
や合併症、治療について解説
する動画を配信予定です。
ぜひご視聴ください！

秀嶋 絵理子
ひでしま え り こ

鹿児島大学（平成24年卒）
日本内科学会認定内科医／日本糖尿病学会糖尿病専門医

糖尿病内科

脳神経外科

地域の皆さんの「脳の健康」を守るため、日々診療に励んでお
ります。脳の病気は早期発見・予防が何より大切です。「いつ
もと違う」と感じたら、迷わず頼ってください。確かな技術と
チーム医療で、患者さん一人ひとりの自分らしい生活を支える
ため、全力を尽くします。

やまだ ひろのり

山田 浩徳 関西医科大学（平成31年卒）

公式YouTubeチャンネル登録はこちら！
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〒569-1121 大阪府高槻市真上町3丁目13-1

診療受付時間 8:30~12:00
※受付終了時間は診療科によって異なります。 祐生会広報電話番号

072-681-5764休診日 日曜日、祝日、年末年始

時間外診療

お問い合わせ

24時間365日対応

072-681-5717（代表）

広報誌に関するご意見・ご感想
お問い合わせは祐生会広報まで

midori-info@midorigaoka.or.jp

池浦整形外科診療所紹介

池浦整形外科
住所 〒569-1022 大阪府高槻市日吉台二番町3-7

TEL 072-689-1001

診療科目 整形外科、リハビリテーション科

診療時間 9:00～12:30／15：30〜18：30

休診日 木曜日、土曜日午後、日曜日、祝日

HP https://ikeura-seikei.com/

池浦  淳
いけうら あつし

院長

みどりヶ丘病院
ホームページ

連携協力機関

開
院
し
た
き
っ
か
け

診
療
に
対
す
る
想
い

診
療
所
の
特
長

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
元
々
父
が
開
業

し
て
い
た
土
地
で
あ
り
、
私
自
身
も
幼

少
期
よ
り
生
活
し
て
き
た
思
い
入
れ
の

あ
る
場
所
の
た
め
、
こ
の
地
で
の
開
業

を
選
び
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
に
父
が

亡
く
な
り
、
そ
の
際
に
継
承
を
考
え
ま

し
た
が
、
当
時
は
医
師
と
し
て
の
経
験

が
浅
く
断
念
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後

15
年
以
上
の
臨
床
経
験
を
重
ね
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
力
が
備
わ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
50
歳
を
迎

え
る
節
目
で
あ
っ
た
2
0
2
5
年
5
月

に
再
開
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
大
学
病
院
に
お
い
て

脊
椎
疾
患
の
治
療
を
長
年
担
当
し
、
多

く
の
手
術
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
脊
椎
疾
患
に
つ
い
て

は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
し
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
整
形
外
科
疾
患
や
外

傷
に
も
幅
広
く
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
脊
椎
疾
患
と
骨
粗
鬆
症
と
の
関
係

が
深
い
こ
と
か
ら
、
骨
粗
鬆
症
治
療
に

　
医
療
機
関
へ
の
通
院
は
、
多
く
の
場

合
、
身
体
の
不
調
に
よ
り
や
む
を
得
ず

行
わ
れ
、
症
状
に
よ
っ
て
は
長
期
に
わ

た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
せ
、

通
院
の
負
担
を
感
じ
に
く
い
居
心
地
の

良
い
医
院
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
相
談
で
き

る
存
在
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

整
形
外
科
は
も
ち
ろ
ん
、
整
形
外
科
以

外
の
お
悩
み
で
も
遠
慮
な
く
来
院
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

住
宅
街
の
一
角
に
、
2
0
2
5
年
５
月
に
開
院
さ
れ
た
池
浦
整
形
外
科
。
院
内
は

木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
内
装
に
加
え
、
ご
高
齢
の
方
に
も
優
し
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
脊
椎
脊
髄
専
門
医
で
あ
る
池
浦
淳
院
長
の
丁
寧
な

診
察
・
治
療
と
経
験
豊
富
な
理
学
療
法
士
が
提
供
す
る
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
特
長
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
院

は
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
法
に
よ
る
骨
密
度
測
定
を
行

い
、
先
進
的
な
骨
粗
鬆
症
治
療
を
ご
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
当
院

に
は
経
験
豊
富
な
理
学
療
法
士
が
２
名
在

籍
し
、
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
も
配
置
し
て
い
ま
す
。
加
齢
性
疾
患

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
後
の
リ
ハ
ビ
リ
ま
で

幅
広
く
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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